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日本声楽発声学会
学会通信 第 号

年３月発行

会員の皆さまへ
会長 川上 勝功

『学会通信第 号』をお届けいたしま
す。冒頭から皆さまに悲しいお知らせをせ
ねばなりません。訃報です。
当学会顧問宮原卓也先生のご訃報につ

きましては、既に昨年発行されました学会
通信や、ホームページで皆様にお伝え済み
ですが、今回、当学会顧問の山田実氏に「宮
原先生の追悼文を学会通信にお寄せいた
だけませんか」と、お願いしましたところ、
唐突で急なお願いだったにも関わらず、宮
原先生の奥様と連絡をお取り下さり、情報
を得て、山田先生に取りましてはかつての
盟友であられた宮原先生への、心温まる追
悼文をお書き下さいました。
お二人は、共に当学会の草創期から、声

楽家として、演奏家として、はたまた教育
者としてご活躍して来られました。
私、川上（筆者）が、宮原先生から学会

の事務局長の重責を依頼されたのは、
年でした。山田先生も宮原先生も、

私の前に事務局長を務めておられ、宮原先
生が武庫川女子大学の音楽学部教授・学部
長に就任されましたのを機に、事務局長の
任を私と交代することになったわけです。
私自身は、ほぼ 年間事務局長を拝命し
てきたことになりましょうか。
そしてもうおひと方。長期に亘りまして

「日本声楽発声学会」の重鎮として私達を

支え続けて下さいました相談役の小林武
夫先生が、今年の 月 日にご逝去なさ
いました。数年前からご自身が勤務なさっ
ておられた帝京大学病院に体調不良で入
院なさっておられました。帝京大学客員教
授で医学博士でした。
私達は小林先生から多くの事を学ばせ

ていただきました。ある時は、私達がより
高い知識を獲得できるようにと、解剖され
切り取られた、生（本物でホルマリン漬け）
の声帯を見せ、触れさせて解説して下さり、
またある時は、例会の受付周辺で騒がしく
私語を飛ばしていた学会のスタッフをご
覧になり、雷の如く凛然と「学会の体を成
していないではないか！！」と言い放たれ
た事もありました。
今となりましては、私には懐かしい思い

出ばかりが浮かんで参ります。理事の竹田
数章氏と西浦美佐子氏が追悼文を寄せて
下さっておりますので、どうぞお読み下さ
い。そして皆様とご一緒に心からの哀悼の
意を表することにいたしましょう。
前回は“特別号”と銘打ちまして、学会の

先達たちのご功績を称える情報を特集さ
せていただきました。そして今回は、日本
を代表するハインリヒ・シュッツ合唱団・
東京とメンデルスゾーン・コーアを率いる
代表であり、ソリストであり、指揮者の淡
野弓子女史（当学会相談役）についての素
晴らしいコンサート評が毎日新聞（
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年 月 日朝刊）に掲載されましたので、
前号に加えましてご紹介させていただき
ます。
演奏会評を執筆された音楽評論家は、梅

津時比古氏（毎日新聞特別編集委員）であ
り、現在は桐朋音楽大学学長をなさってお
られるお方です。因みに前号にご紹介いた
しました川村英司氏の演奏会の論評も梅
津時比古氏でありました。どうぞ皆さまゆ
っくりとお読みになられてお楽しみ下さ
い。
淡野弓子女史についてご紹介させてい

ただきましたが、かつて当学会で特別講演
をお願いいたしましたところの、更にもう
おひと方、昨年（ 年 月 日）に
歳でご逝去なさいました、尾高惇忠氏。

その時の特別講演に関しまして、作曲家で
あり、東京藝術大学名誉教授に対する追悼
文を淡野氏が大変興味深い文章でお書き
なっておられますので、女史のお許しを得
まして掲載させていただきます。

追悼
尾高惇忠氏 作曲家・東京芸術大学名誉

教授 年 月 日逝去 歳

親しくお話をさせて頂いたのは、
年秋のことでした。当時、日本声楽発声学
会理事長であられた米山文明先生が、日本
歌曲について、詩に曲をつける作曲家の立
場から尾高惇忠藝大名誉教授、歌唱する声
楽家の立場から淡野弓子、聴く立場から米
山文明の三者鼎談の形で討論を行いたい、
とのお考えを出され、同年 月 日、
発声学会例会の特別講演として実現した
のです。

尾高氏の語られた、「牡蠣
・ ・

」と「牡蠣
・ ・

フ
ライ」ではイントネーションが違う。

「書く
・ ・

」もソ・ミと三度下がるのであって、
ソ・ミと六度上がることはない、などのお
話を興味深く伺い、夫人のメゾソプラノ歌
手綾子さんの歌唱を交え、まるで作曲の現
場に居合わせたかのような貴重な時を過
ごすことができました。この日、私も「小
さなネックレス」（長岡輝子詩・尾高惇忠
作曲）を氏のピアノとともに歌わせていた
だけたことは、生涯の大切な思い出です。
また、尾高氏の曽祖父にあたる同名の尾高
惇忠富岡製紙場初代工場長は私の高祖父
にあたるのも不思議なご縁でした。穏やか
で、対象との距離感が絶妙な、敬愛する尾
高氏を心から悼み、ご冥福をお祈り致しま
す。

何か訃報ばかりのお知らせになってし
まいました。誠に寂しい限りです。

ご挨拶が後になってしまいましたが、会
員の皆さまにはいかがお過ごしでしょう
か？新年を迎え、ようやくコロナ禍も終息
に向かうのかと思いきや、何、何、予想を
はるかに超えた変種のオミクロンウィル
スが、第 波としてかつてない大流行を
来たす結果となってしまいました。コロナ
について口にするだけでも神経が疲弊し
てしまいそうです。
しかし、《まだまだ我慢せよ》と受け取

り、感染を避けつつ引き籠りを続けており
ます。運動不足になり可成り不健康な生活
リズムに陥っておりますが、私も歳も歳で
すから、ひたすらウィルスから逃げる日常
となっております。皆様もどうぞ感染
さらぬよう重々お気を付けて日々お過ご
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し下さい。必ずいつか笑顔で一堂に会する
ことが出来る日が来ることと思います。
５月例会開催の可否につきましては、

月末にははっきりと結論が出るものと思
われます。それ迄は理事会からの発表をお
待ち下さいますようお願い申し上げます。

◆おくやみ

おーい、ミー君

宮原卓也氏追悼の辞

顧問 山田実

 

木造二階建ての芸大の廊下の向こうか
ら「おーい、ミー君」と、ニコニコ手を振
って近寄って来られた宮原先輩の姿が目
に浮かぶ。1950年 4月、最年少 18歳で坊
主刈りだった後輩は、偉大な先輩にどう写
ったのだろう。 

宮原卓也氏は旧満州のハルビンに生ま
れ、中学生の時、実家の佐賀県に帰国、福
岡外事専門学校（現福岡商科大学）を経て
1949 年、21 歳で東京芸術大学に第 1 期生
として入学された。 

1887年に創立された東京音楽学校には、
声楽部、器楽部があり、後年、作曲部と邦
楽部が設置されていたが、新制大学に移行
した時、作曲科、声楽科、ピアノ科それぞ
れ音楽学校時代の定員各 10 名そのままだ
ったに対し、声楽科は 150~200名の志願者
がある超難関だった。声楽科の第 1期生に
は後にソニーの会長となられた大賀典雄
氏がおられた。宮原先輩は 1年次に柴田睦
陸氏に師事しておられたが、筆者が入学し
た時は中山悌一門下になられており、同門
の時代は無い。その後中山師の渡独に伴い、
ネトケ・レーヴェ師に師事された。4年終

了時、声の調子が今ひとつと言う事で留年
を決意され、その頃レーヴェ師から、同門
だった成子現夫人との結婚を勧められる。 
在学中からソリストとして活躍され、３

年次にはフォーレの《レクイエム》のバリ
トン・ソロや、ベートーヴェンの《第９交
響曲》のバス・ソロを歌われている。 

卒業後の活躍は目覚ましく、特にオペラ
分野では卒業直後から《カルメン》のエス
カミーリョ、《リゴレット》のタイトル・
ロールを皮切りに、その後 12年間で 13も
の主役バリトンを歌われた。 

全盛期には C2~C#5 の音域を持っておら
れたが、1963年頃、オペラでのキャリアに
限界を感じ、リート歌手としてやって行こ
うかと迷われ、中山悌一師と相談してテノ
ールに転向を決意、《カヴァッレリーア・
ルスティカーナ》のトゥッリドゥを手始め
に、1975 年に到るまで、13 ものプリモ・
テノール役をこなされた。 これだけ多く
の役を演じられたが、ご自身は 1973 年に
歌った《ヴァルキューレ》のジークムント
役の出来が特に気に入っておられたと伺
っている。 

特筆すべきは、同一のオペラで、テノー
ルとバスの主役、《椿姫》のアルフレード
とジェルモンを歌っておられ、これは、マ
ントーヴァとリゴレットを歌ったプラシ
ド・ドミンゴ以外にその例を見ない。 

チの《森の歌》他、テノール、バスのソロ
を 10ステージあまり担当しておられる。 

1962 年、筆者がスポレッタ役で出演し
た《トスカ》で、スカルピアを演じておら
れ、掛け合いの場で筆者がうっかり 1小節
早く出てしまい、ハッとしたが、宮原先輩
はそれに合わせず、きちんと正規の拍で歌
われ、ほっとした事がある。「相手に合わ
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せず休止符を数える」と言うオペラ演奏の
基礎をしっかり守られた所以であろう。 

歌曲においては特にロシア歌曲に造詣
が深く、幼少期に経験されたハルピンでの
ロシア文化圏への望郷の念か、シャリアピ
ンのレコードを聴いておられたようで、ロ
シア語は芸大で受講、その他にはロシア文
学者、木村浩先生の個人指導を受けられた。 

1957年、第１回のリサイタルにも、多く
のロシア歌曲が含まれているが、いつも評
価されるのはドイツリートではなくロシ
ア歌曲の方で、ご本人はご不満だったらし
い。 

テレビを見ている時に声楽が流れたり、
他の歌手のレコードや CDをかけていたり
すると、”あれ、僕の方がうまい”と主張さ
れ、その度にご家族は呆れておられたそう
である。 

声楽の科学的研究にも心を注がれ、久留
米大学医学部、平野実教授の元で研鑽を積
まれ、1986年、「声の音色と声帯振動」の
論文で医学博士号を取得されている。 

教育分野では、武庫川女子大学の音楽学
部教授学部長として後輩の指導に当たら
れた。 

CDは、『宮原卓也”声の変遷”オペラアリ
ア集』が発売され、ライヴノーツ社から
「1958 年 30 歳―1972 年 44 歳 バリトン
でもテノールでも、超一流の歌唱が繰り広
げられていることに驚愕を覚える一枚」と
の評が付されている。
本学会にも 1971 年から理事として、そ

の発展に尽力された。1999 年の定期演奏
会ではロシア歌曲を歌われ、2002 年には
70 歳以上が選ばれたゴールデン・コンサ
ートに出演されている。 

宮原氏は演奏と理論、双方を究極まで追

求された逸材であり、学会は得難い宝を失
った。 

筆者も卆寿。当分行くつもりは無いが、
そのうちに「おーい、ミー君。来たか」と
声をかけて下さるかも。 

成子夫人の伴奏で

◆小林武夫先生を偲んで
理事 西浦美佐子

小林先生に最初にお会いしたのは、
年初夏、米山先生の出版記念パーテ

ィーであったと記憶しています。「小林先
生ですよ」と竹田先生から教えていただき
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ましたが、飲み物を片手に他ドクターとお
話されていて、その時は、ろくにご挨拶も
できませんでした。
その後、 年 月 日、渋谷の「呼

吸と発声研究所」で開催された、第 回臨
床音声学研究会では、小林先生より痙攣性
発声障害についてのご講演があり、難しい
テーマも理路整然と説明され、感銘を受け
ました。さらに、私の診療所での症例につ
いても質問すると、しっかりと耳を傾け、
込み入った内容でも明解に教えてくださ
いました。
小林先生は長年、月に ～ 回程度であ

ったと思いますが、東京から徳之島の病院
に出張されていました。私から耳鼻咽喉科
の質問等がある際は、鹿児島空港に出向く
と、乗り継ぎ待ちの時間を利用して、丁寧
に教えて下さいました。小林先生は専門領
域にとどまらず博識で、合間の世間話も非
常に面白かった事を懐かしく思い出しま
す。

年には、ボストンで開催されたア
メリカ喉頭科学会（ 年 月 ～ 日

）に私と妹が同行する機会にも恵
まれました。学会会場でもあったホテルの
食事会場では、王子様のように上品なフラ
ンス人の教授が、丁寧な物腰で小林先生に
「 小林！」と話しかけて挨拶を交わし
ていらしたかと思えば、ややご年配のフィ
リピン人給仕の方々が、先生の周りに寄っ
て来て、昔のことを楽しくお話されるなど、
いとまがありませんでした。他にも、先生
にはスケールの大きな、国を問わず人をひ
きつける何かがあるのだなぁ、と感じる出
来事が何度かありました。
小林先生は医学部を卒業後、程なく渡米

し、ニューヨーク大学に勤務されたとのこ

と。診療後も深夜 時にわたり英語でカ
ルテを記入するなど、歯を食いしばって頑
張られたそうです。急患の呼び出しの際は、
現地の医師が誰も来ない中、小林先生だけ
が対応されるなど、殆ど日本人はいなかっ
たであろう当時の異国の地でも、厚い信頼
を得ていた事を伺わせるエピソードもあ
りました。ニューヨーク大学の教授からは
「給料を払うから、アメリカに残らない
か？」との打診もあったそうです。私が「そ
のまま残っていらしたら今頃は億万長者
だったかも、ああ、もったいない」と申し
上げると、「僕はアメリカの技術・知識を
日本に持ち帰るつもりだったからねぇ」と
お答えになるなど、当時から信念をもって
医学の道に邁進されていた事が察せられ
ました。
学会の合間には、小林先生が 回も招聘

講演をなさったハーバード大学の他、美術
館や音楽ホールにも連れて行って下さい
ました。特に絵画には造詣が深く、しばし
食い入るように鑑賞されたり、絵にまつわ
るお話をしてくださったりしました。著書
の挿絵もご自分で描かれるなど、画才にも
恵まれていらしたことに、改めて気づかさ
れたものです。
小林先生は私の恩人です。これまで、多

くの方々のお世話をされてこられた中、私
も先生に教えていただき、導いてもらえて、
本当に運が良かったと思います。先生は生
前、常日頃「医者は患者に尽くさないとい
けない」と仰っていました。この言葉をこ
れからも心に留め、診療していきたいと思
います。もう教えを乞うことは叶いません
が、小林先生からの多くの学び・思い出は
懐かしく私の心に生き続けています。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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ハーバード大学メモリアルホールにて

喉頭科学会、ボストンにて

小林先生はアメリカ喉頭科学会正会員に
配布されます緑色のネクタイを締めてい
らっしゃいます。

◆小林武夫先生のご逝去に接して
理事 竹田数章

小林先生は 年静岡県浜松市でお生
まれになり、豊橋時習館高校から 年
東京大学に入学されました。医学部卒業後

は大学に残って耳鼻咽喉科学と音声言語
医学を専攻されました。特に喉頭科学（喉
頭麻痺・痙攣性発声障害）、ジストニア疾
患に対するボツリヌストキシンによる治
療法を日本に普及された功績はとても大
きいものと思います。

年から二年間ニューヨーク大学に留
学され、ニューヨークの病院で研修されま
した。帰国後は東大医学部助教授、 年、
中央鉄道病院（現在のＪＲ東京総合病院）
耳鼻咽喉科部長、東京芸術大学で音声学の
講義もされました。また国立リハビリテー
ションセンター講師、聖徳大学音楽学部講
師も歴任されていました。 年から帝
京大学医学部教授として後進の指導にあ
たられました。
私が小林先生と出会ったのは、米山文明

先生のクリニックで研修させていただい
ていた時でした。米山先生と臨床音声学研
究会東京を立ちあげた時も、小林先生にお
世話になりました。発声に関わる難しい症
例に対し、的確で沢山のアドバイスをして
いただきました。医師としての実力は勿論、
気さくで包容力に富んだお人柄によって、
研究会は和やかで有意義なものとなって
いました。
小林先生と親交のあったコロンビア大

学耳鼻咽喉科教授 先生が
来日され、声楽発声学会主催で講演会をし
ていただいたとき、小林先生がヤーン教授
を紹介してくださいました。そのご縁でヤ
ーン先生が書かれた「

」を翻訳させていただ
くことができたことも大きな喜びでした。
（邦題 「ヴォイス・ケア・ブック」、音
楽之友社）
また小林先生に連れられて、メトロポリ
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タン歌劇場医療部門主任医師でもあるヤ
ーン先生の のクリニックで研修させ
ていただいたことも、思い出深いです。そ
の時ヤーン先生がメトロポリタン歌劇場
でのオペラに招待してくださり、特等席で
聴いたことも忘れられません。本当に小林
先生との楽しい思い出ばかりが脳裏に浮
かんでまいります。
小林先生がご逝去され、本当に残念でな

りません。もっと多くのことをご指導賜り

そこで再度、論文執筆者の千田先生に直接
お願いしまして、我々学会員にはそれ程重
要ではない部分をカットさせていただき、
ほぼ全文を元の形のまま掲載させていた
だくことに同意していただきました。どう
ぞじっくり読んでお楽しみ下さい

たかったのです。そして今一度 にご一
緒したかったのですが、それもかなわなく
なりました。
小林先生、今頃はきっと極楽で、大好き

な音楽を心ゆくまで楽しんでおられるこ
とと存じます。合掌

■論文のご紹介

会長 川上勝功

だいぶ以前より、私は、当「日本声楽発
声学会」が立ち上がるまでの、明治以来の
日本の音楽史の中から声楽の歴史に特化
して皆さまにお届けしたいと言って参り
ました。数多くの文献を読み漁っておりま
したところ、昨年の盛夏の折、素晴らしい
論文を発見するに至りました。早速に論文
の執筆者にお伺いを立てまして、通常の引
用や参考文献と同様に使用させて頂きた
いと申し出ましたところ、「少しでもお役
に立つ部分があるのであれば、お使い頂け
れば幸いです」とお返事を頂戴いたしまし
た。その後、何度も目を通させて頂くうち
に、これは引用や参考文献とさせて頂くの
ではなく、論文そのものを会員の皆さまに

■わが国における洋楽導入と声楽の
専門技術習得の過程

富山大学教授 千田恭子
富山大学名誉教授 森田信一

はじめに

明治政府が誕生し，政治や軍事，文化な
ど，あらゆる分野で西洋文明を取り入れる
ことが近代化であるとされた。西洋に倣っ
て学校教育制度も作られ，音楽教育として
は，小学校が唱歌，中学校が奏楽として構
想された。音楽科を設けるために文部省内
に音楽取調掛が置かれ，カリキュラムの構
築と教材の作成が実施されることとなる。
音楽教育の具体的な内容は，伊沢修二が音
楽取調掛においてメーソン（

）を招き，西欧音楽を導入
したカリキュラムを構築したことで始ま
った。教材として小学唱歌集や掛け図を作
って，音楽教育の標準的な指導法を確立し
ていった。そして音楽の教員養成を大量に
行い，日本全国へ広めることが最も重要な
任務であった。そこで音楽取調掛がもとと
なって東京音楽学校が設立される。この東
京音楽学校で育った教師たちが全国の小
中学校や師範学校へ赴任し，唱歌教育を実

お読み頂く方が、どれ程価値が大きいか
と考えるに至りました。
そこで再度、論文執筆者の千田先生に

直接お願いしまして、我々学会員にはそ
れ程重要ではない部分をカットさせてい
ただき、ほぼ全文を元の形のまま掲載さ
せていただくことに同意していただきま
した。どうぞじっくり読んでお楽しみ下
さい。
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施し広めていった。日本全国に音楽教育が
普及することとなり，東京音楽学校は音楽
教育の中心となった。このような唱歌の普
及の基礎には，手本としての西洋の音楽が
存在しており，これを修得することが大き
な目的となっていた。東京音楽学校には師
範部の他に専修部も設けられることとな
り，音楽教育の背景となる西洋音楽の理論
と演奏技術を修得し，教師を教えるべき教
師の資質として，西洋のレベルを目指す人
材の養成が目的となっていったのである。
音楽的能力の優れた者は専門を追求し，ま
た教師の助手を務めさせる必要もあった
ため，音楽取調掛の伝習生に対して明治

年には研究生条規が定められた。この
年に東京音楽学校が設立され， 年には
東京音楽学校規則が制定された。ここには
予科と本科を作り，本科は師範部と専修部
に分けられた（東京芸術大学百年史刊行委
員会 ）。
このような音楽科教員養成のシステム

の中で，声楽の専門教育がどのように行わ
れ，どのように発展していったのか，これ
まであまり注目されてこなかったこのテ
ーマを探るのが本稿の目的である。当時，
全く異質のものとして日本に入ってきた
西洋式の発声をどのように学び，どのよう
に指導していたのだろうか。東京音楽学校
での声楽の指導法も当時の外人教師や留
学経験者などの力によって，徐々にレベル
が上がっていったと考えられる。
当時の声楽の専門教育を調べるには，東

京音楽学校で声楽を担当していた教師が
ひとつの手がかりになる。音楽取調掛，音
楽取調所，そして東京音楽学校の初期には，
担当科目として「唱歌」しか見られないが，

その中で本格的な声楽曲も歌われるよう
になっていったであろう。担当科目の中に
も，徐々に「独唱歌」という名称で声楽専
門教育の担当者が見られるようになる。ま
た，当時開催されたコンサートの出演者や
演奏曲目などから，声楽曲の修得状況を推
定することができる。また明治・大正・昭
和にわたって，声楽や発声法に関する書籍
が出版されており，その中に当時の指導法
の手がかりを見いだすことができると考
えられる。これらの調査から，洋楽導入初
期にどのように声楽・発声の指導が行われ
ていたのか，そしてそれらが現在の指導法
からみてどのようなものであったかを確
認することができるだろう。
以上の調査によって，明治の洋楽導入初

期から徐々に専門の声楽技術が修得され
ていく過程を明らかにすることができる
と考える。
１．東京音楽学校の成立と声楽

（明治 年）に学制が頒布され，洋楽
を義務教育の基礎にして，小学校で唱歌，
中学校で奏楽を行うということが目標と
された。しかし，当初は音楽科をどのよう
に行うべきかという構想はなく，当分施行
を見合わせるとも書かれている（伊沢；山
住 ）。洋楽を教える教師も教科書もな
い状況では当然の措置であろう。伊沢修二
の「見込書」によって，ようやく音楽科設
置のプランが提案された（伊沢 ）。こ
こで提案された任務は，「東西二様ノ音楽
折衷ニ着手スル事」「将来国楽ヲ興スベキ
人物ヲ養成スル事」「諸学校ニ音楽ヲ実施
シテ適否ヲ試ル事」とされ，これは，日本
の音楽に西洋を取り入れた新しいスタイ
ルを作ること，そのための音楽家を養成す
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ること，学校での音楽授業の試行などとな
る。実際の行動としては，学校用の教材と
しての唱歌を作ってこれを全国の学校で
実施することが急務となった。従って，大
量の教員養成が主要な任務となり，そのた
めの指導者の養成も必要であった。伊沢の
提案が通り， （明治 ）年に，文部
省に音楽取調掛が設置された。同じ年にメ
ーソンが招かれ，伝習生の募集が始まった。

（明治 ）年には，「唱歌掛図」「小
学唱歌集」の制作が開始された。 （明
治 ）年には，研究生が置かれ，この年
の 月には，ついに東京音楽学校となる。

（明治 ）年から東京高等師範学校
附属音楽学校として格下げされるが，

（明治 ）年に再び東京音楽学校と
なる。 （明治 ）年には，予科と本
科を置き，本科を師範部と専修部に分けた。
専修部を置いたということは，師範部を教
えることのできる人材育成のためとも考
えられるが，これは専門の音楽家を目指す
道とも重なることになっただろう。この年
４月には，特に優秀であった幸田延が文部
省から音楽専修者として留学を命じられ，
足掛け７年に渡る留学に出発する。
（明治 ）年には学科を，予科，本科，研
究科，選科とし，本科は声楽部，器楽部，
学歌部に分け，師範科は甲乙の二種とした。

（明治 ）年には師範科の学科目に
ヴァイオリンが加えられた。このように，
東京音楽学校は師範科における教員養成
を主要な目的としながらも，手本としてい
る西洋音楽の専門分野の修得を示すこと
が，この学校の成績の指標となっていただ
ろう。声楽領域を考えた場合も，歌として
唱歌の指導方法を教授する専門家だけで

なく，専門の声楽家としての実力を身につ
けようという人材も育っていったという
ことになる。
２．声楽担当の教師たち
声楽の専門教育がどのように実施されて
いったのかを探るために，まず東京音楽学
校において声楽を担当した教師に，どのよ
うな人物がいたのかを調べてみることに
する。『東京芸術大学百年史 東京音楽学
校編 第１巻』（東京芸術大学百年史刊行
委員会 ）には，明治 年から 年
までの明治時代に関する歴史がまとめら
れているので，この中から，歌を担当した
教師を拾いだしてみる。初期には唱歌の担
当者が，すぐに本格的な声楽を教えること
は困難であっただろうが，唱歌と声楽を厳
密に分けることは難しく，時代とともに
徐々に力をつけた人材も育っていったで
あろう。
明治 年に任用された８名の教師のうち，
「唱歌」関係の担当者として，菊地武信（唱
歌，明治 年まで在職），雅楽の伶人であ
る辻則承（時間講師，ピアノ・唱歌，明治
年まで）が存在する。明治 年の任用

には，小山作之助（唱歌・オルガン，明治
年まで）がいる。小山は，『夏は来ぬ』

という唱歌の作曲者として今日まで知ら
れている。また，瀧廉太郎が東京音楽学校
受験のために通った芝唱歌会という音楽
塾を開いており，瀧は入学後も小山の教え
を受けている。明治 年の任用には，山
田源一郎（唱歌・オルガン・ヴァイオリン，
明治 年まで）と奥好義（時間講師，唱
歌，明治 年まで）がいる。山田は今日
の日本音楽学校を開いた人であり，奥は辻
と同様に雅楽の人である。この辺りまでは
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唱歌の教育者と考えて良いだろう。明治
年の任用には，幸田延（ピアノ・ヴァ

イオリン・独唱歌・和声学，明治 年ま
で）がいる。幸田は，明治 年に海外留
学を命ぜられ，アメリカからウィーンと，
足掛け７年間の研鑽を積み明治 年に帰
国したばかりであった。ここで担当科目に
「独唱歌」という名称が使われていること
は，幸田がウィーンで学んできた声楽がそ
れまでの唱歌のレベルとは違うというこ
とを意味しているのだろう。明治 年の
任用には，橋本正作（唱歌・ピアノ，明治
年まで）がいる。明治 年の任用には，

田村虎蔵（唱歌・オルガン，明治 年ま
で）がいる。田村は，東京高等師範学校の
職も兼ね，言文一致を提唱して唱歌の作曲
もしながら普及に尽力した人である。唱歌
指導の講習会講師として全国を回った。現
場での唱歌の指導法を具体的に広めたと
いうことで，音楽教育の指導者として大き
な功績と影響力のあった人である。明治

年の任用には，鉄道唱歌の作曲者とし
て知られている雅楽の多梅雅（唱歌，明治
年まで）がいる。明治 年の授業補助

として，岡野貞一（楽典・ピアノ・唱歌），
吉川やま（唱歌・ピアノ），柴田環（唱歌）
がいる。吉川と柴田は，明治 年に上演
された『オルフォイス』で，主役級のキャ
ストを務めた二人であり，実力派と見て良
いだろう。柴田はその後，結婚して藤井と
なり，離婚後また再婚して三浦となる。
蝶々夫人で知られる三浦環である。明治

年の任用には，岡野貞一（唱歌，昭和
７年まで）とあり，専任教官となったこと
がわかる。岡野は，今日では『故郷』をは
じめとする尋常小学唱歌の作曲者として

知られる。唱歌の制作は，当時は委員会の
合議で作られたため，作詞・作曲は匿名と
されていた。明治 年の任用には，シャ
ルロッテ・フレック（声楽，この年のみ），
吉川（旧姓戸倉）やま（時間講師，唱歌，
大正２年まで），藤井（旧姓柴田のちの三
浦）環（時間講師，唱歌，明治 年まで）
がいる。三浦はこの後，明治 年に帝国
劇場の専属歌手としてデビューし，大正３
年から昭和 年まではヨーロッパで活躍
することになる。明治 年の授業補助と
して，山田耕筰（唱歌）がいる。山田は翌
年にはドイツへ留学するので，１年間だけ
の勤務である。明治 年の任用として，
原田潤（唱歌，大正２年まで），ハンカ・
ペッツォルト（声楽・ピアノ，大正 年
まで），明治 年の授業補助として，大和
田愛羅（唱歌），船橋栄吉（唱歌）がいる。
船橋も，後で見るように演奏会で独唱して
いることから，実力者だったようだ。
これに続く大正・昭和の情報として，『東

京芸術大学百年史 東京音楽学校編 第
２巻』（東京芸術大学百年史刊行委員会

）には，「東京音楽学校職員一覧」が，
表としてまとめられている（ ）。最
初に東京音楽学校となった明治 年から
の職員名簿であるから第１巻との重複も
ある。教員と事務員を含む名簿の中から，
「専門・担当」の項で「唱歌」「独唱歌」
「声楽」のいずれかの担当を含んでいる

名の教員に注目してみる。これらの中
には師範科における唱歌指導の担当と専
門の声楽の担当者が混在し，両方を指導し
た教師もいたと考えられる。『第１巻』の
歴史に書かれている教師もここに含まれ
ており，しかも『第１巻』と『第２巻』で
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雇用時期や記述内容が異っている場合も
若干ある。この「東京音楽学校職員一覧」
は，五十音順に作られている。この中から
「専門・担当」が「唱歌」「独唱歌」「声楽」
となっている者を選び，雇用年代順に並べ
替えた（資料１）。 （明治 ）年の上
眞行から （昭和 ）年の池田弘子ま
でとなり， 年までは「唱歌」あるい
は「独唱歌」と書かれており， 年か
らは「声楽」となっている。 年か
年から科目名が変更になったと考えられ
る。唱歌の中に混じって「独唱歌」が５名
あるが，これはいずれも外国人教師であり，
専門の声楽を指導した教師たちと考えら
れる。「独唱歌」以外から専門的な声楽を
指導した日本人教師を拾い出すことは困
難であるが，何人かは専門の指導も担当し
ていたと考えられる。これについては，次
の演奏会の出演者から情報を得ることが
できる。「第５節 教職員」には，外国人
教師の個人的な紹介があり，ここには詳し
い経歴も書かれているので，ここに紹介さ
れた外国人教師から「唱歌」「独唱歌」「声
楽」のいずれかの担当となっている８名を
抜き出してみる。これら８人の教師の多く
は声楽の指導を専門に行ったと考えられ
る。
ハンカ・ペツォルト（明治 年～大正
年）は，ピアノと唱歌の担当として雇

用されたノルウェー出身の女性教師であ
る。ピアニストとオペラ歌手の経験がある。
在日中には，三浦環，柳葉子，永井郁子，
船橋榮吉，矢田部勁吉，關艦子らを育てた
とある。
グスタフ・クローン（大正２年～ 年）

は，絃楽，声楽，和声学，作曲，合唱，管

弦楽の担当として雇用された，ドイツ出身
の男性教師であり，ヴァイオリンを得意と
していたようである。東京音楽学校でベー
トーベンの交響曲９番を指導し上演した。
マルガレーテ・ネトケ＝レーヴェ（大正
年～昭和６年）は，唱歌，独唱歌を担

当した，ドイツ出身の女性教師である。来
日してから 年に亡くなるまでの後半
生を日本で送った人で，宮城学院女子専門
学校や自由学園でも教えた。門下生として，
伊藤武雄，木下保，佐藤美子，立川清澄，
田中信昭，長門美保，四谷文子などを育て
た。
シャーレス・ラウトルップ（大正 年

～昭和６年）は，管弦楽，合唱，唱歌を担
当した，デンマーク出身の男性教師であり，
デンマークやドイツでは指揮者であった。
ヘルマン・ヴーハープフェニヒ（昭和７年
～ 年）は，独唱歌を担当した，ドイツ
出身の男性オペラ歌手である。三宅春惠，
柴田睦陸，伊藤武雄，薗田誠一，平原壽惠
子，川崎静子，佐々木成子などを育てた。
昭和 年からは，武蔵野音楽学校でも教
えた。
マリア・トル（昭和７年～ 年）は，

独唱歌を担当した，ドイツ出身の女性教師
である。
リア・フォン・ヘッセルト（昭和 年

～ 年）は唱歌を担当した，ドイツ出身
の女性教師である。
ディーナ・ノタルジャコモ（昭和 年

～ 年）は唱歌担当の，イタリア出身の
女性教師である。
日本人教師には，どれだけ専門的な声楽

の指導者がいたのか詳しく知ることは難
しい。しかし，かなり早い時期に能力を発
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揮し，７年に亘る留学を経験した幸田延だ
けは，以下に見る演奏会での活躍を見ても，
ピアノだけでなく声楽においても高い能
力と指導力を持った教師であったと考え
て良いであろう。幸田延は， （明治 ）
年にアメリカに留学し，翌年いったん帰国
し，今度はウィーンへ留学し， （明治
）年に帰国した（萩谷 ）。翌

（明治 ）年４月 日には帰朝音楽会と
して，東京音楽学校同声会音楽会が奏楽堂
で開催され，そこで声楽曲では「独唱歌」
として，シューベルトの『死と娘』ブラー
ムスの『五月の夜』を歌っている（東京芸
術大学百年史刊行委員会 ）。
３． 声楽の専門書に見られる指導方法
歌唱教材として制作された小学唱歌集

の中でも， （明治 ）年から
（明治 ）年にかけて出版された『小学
唱歌集第 編』から『小学唱歌集第 編』
に含まれる楽曲の 分の 近くは讃美歌
から引用されたと言われる（手代木 ）。
その理由として考えられるのは，西洋の音
楽教育にとって讃美歌は欠くべからざる
ものであること，明治になってキリスト教
布教の環境が整いクリスチャンが訳詞に
よる讃美歌を歌うようになっていたこと，
また，単純な形式でメロディーが覚えやす
い讃美歌は西洋音楽を日本人になじませ
るのに都合がよかったこと等である。これ
に引き続き唱歌集が制作され，全国の学校
への唱歌の普及が進められていったのだ
が，歌唱法については，西洋音楽を手本に
していたため，その延長として声楽の専門
を極めることも理想の目標として見えて
いただろう。ここでは，声楽の専門的技術
がどのように学ばれていったかというこ

とに注目し，声楽に関する出版物の内容を
調べてみることにする。現在，明治後期以
降に出版されたいくつかの指導書を確認
することができるが（資料２），東京音楽
学校で専門性を伸ばした卒業生の書いた
ものと，海外の専門書を翻訳したものがあ
る。これらの指導書の中で，声楽指導の基
礎である「姿勢」「呼吸」「発音・発声」に
ついてどのように記述されているかに注
目し，以下に検討する。

（１）姿勢
まず，姿勢について書かれた箇所を年代
順に調べてみる。明治 年に杉浦（ ）
は「身體を正直に立ち，頭を正しく保持し，
胸膈を廣く，肩を張らずして少しく後方に
向けたる姿勢を保つべし」と書いている。
これは，直立不動の歌手として有名な東海
林太郎の姿勢を連想させる。その後，大正
時代の指導書には目立った変化は見られ
ない。しかし昭和に入ると，山田（ ）
が「發聲に際して最も正しい姿勢は，軍隊
で云ふ「不動の姿勢」であります」と書い
ている。「不動の姿勢」とは，ゆるぎのな
い，最も自然な姿勢であるとしており，「兩
脚の膝頭のやや内側に近い部分に，輕く力
を入れて，兩足の内側の踝を

く る ぶ し

對合させます」
とある。また，山田は，自然な姿勢を得る
方法として「兩手の拇指を腹部の前側にあ
らはして，他の四本の指を背部に向けて，
恰も，腰骨を前方に押すやうにして，立つ
ことであります」としている。同年に出版
された専門書の中で沢崎（ ）は「兩足
でしつかり眞直に立つ。然し體操の「氣を
付け」の姿勢の様に固くなつてはよくない
（何れかといへば一方の足に重心をかけ
る事。）」「體を後ろに引いて胸を少し出す」
と言う。この胸を少し前へ出して歌う姿勢
というのは往年の男性歌手の映像で見る
事ができる。この数年後に村山（ ）の
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著書で，初めて直立不動のイメージから離
れるような指示が書かれた。身体全体を自
然で，楽にして立ち，足の裏全体に体重を
均等に乗せる事を基本にし，「兩足はキチ
ンと踵をつけるよりも，むしろ幾分兩側に
開いて，躰を安定させる足場をこしらえま
す」と書かれている。しかしながら，「胸
は出来るだけよく擴げて，心持ち斜め上の
方に向けて開く」とも言う。また，それま
で両腕は力を抜き両側に下げていたわけ
だが，それは態度がだらしなく締まりがな
いように見えるとし，「胸の上に輕く組み
合わせるか，又は下腹部の前で輕く組み合
わせる」事を勧めている。これは，今日に
於いても，クラシック歌手のまねをすると
きに一番よくとられる姿勢である。一方，
落ち着きを失っている事を示す以外，何の
役にもたたないとして「歌唱中に躰を左右
に動かしたり，手足を絶えず動かすといふ
事は，つゝしむべき」とし，「或種の大家
は，唄ひ乍ら身振りをつけますが，それは
精練された身振りでありまして，普通の人
は眞似をすべき事柄ではありません」と厳
禁している。戦後に出版された本において
も，姿勢に関する項目はあまり変化が見ら
れないが，矢田部（ ）は「先ず全身の
力を抜く事」，「身體の重心は爪先の方にあ
ることがよろしい」，そして「上體の位置
は，屈することなく，此兩脚の上に在るの
であるが，下腹部は上體の重みを受けてや
や緊張し，肩は決して上がることなく，
両側に垂れる」と書いている。
このように，姿勢の指導に於いては，そ

れぞれの著者が自分の経験と指導経験に
基づいた方法を最良のものとして述べて
いる。共通点をまとめてみると，基本は身
体全体の力を抜いて真直ぐに立ち，胸を広
げ，少し斜め上向きに開くが堅くしてはな
らない。また，肩は上がらないようにする

ということのようだ。踵を付けるか否かは
年代とともに変化しているが，身体や手を
動かしながら歌う事は避けるべき事だと
されている。

２）呼吸
呼吸法については，著者によって指導法が
まちまちで，その差異が大きい。違いが顕
著に現れるのは息の吸い方である。杉浦
（ ）によると，「空氣を吸入するに口
よりして鼻孔よりなすべからず」「空氣を
吸込には少しも骨折ること無く，靜かに，
穩やかに，平等に，漸次に，兩肺が十分空
氣に充ちて，肋骨と下腹部までを遺感なく
擴張して吸入すべし」とある。訳書として
出版された『声楽入門』（カルーソー ）
では「深い呼吸法を有效に練習する爲には，
鼻から呼吸するのが優れた方法です」とあ
り，また，「穩やかな呼吸法を練習するに
際して，新しく息を吸ひ込み初める前に，
出来るだけすつかり肺の中から呼吸を吐
き出して空にせねばなりません。そうする
と息を新しく供給するのを特にはずませ
て，總ての呼吸筋肉を力附けます」とも書
かれている。この２冊だけでも既に口から
の吸気と，鼻からの吸気との違いが現れて
いる。山田（ ）は「靜かに立つて，前
に述べたやうに發聲に際する正しい姿勢
を持ち，氣息を吸い込むといふことを念慮
に入れず，かるく口を開いて横隔膜を張り
擴げます。胸部は自然に擴大され，氣息は
知らぬ間に肺臓を滿たします。この時はじ
めて氣息を吸ひ込むといふことを意識し
ながら，空氣によつて滿された肺臓へ，更
に鼻孔から空氣を靜かに入れます。この第
二次的空氣の傅逹法によって肺臓の細か
い氣泡は，その低部に至るまで全部空氣に
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よって滿さるることとなります」と言う。
ここでは，横隔膜を広げる事によって自然
に身体に入ってくる息と，意識的に吸う息
の二段階にわたる呼吸法が示されており，
口と鼻の両器官を使い分けている。沢崎
（ ）は，「唱歌が始まる呼氣の時の條
件を豫想して，靜かに少しもせかずに，口
と鼻とから空氣を吸ひ込む」と書いている。
その際，「下肋骨と横隔膜の働で吸氣する
ことが最もよろしい」とし，また，「十二
分に吸ひ込むと種々の筋肉を緊張させ過
ぎて發聲機官を思ふ様に働かし得ない，の
みならず恐るべき呼吸器病の原因となる」
として，多量に吸いすぎる事を禁じている。
ここで初めて鼻と口の両器官を使っての
吸気がしめされている。さらに，今までは
肺に空気が充ちるような吸気を指導して
いたのだが，吸い過ぎてはいけない事が述
べられている。訳書である『声楽を志す
人々へ』（テトラツィーニ ）には，
鼻からの吸気方法を勧めている。それによ
ると「口で呼吸する事は避ける様にせねば
なりません。鼻孔を通して吸入する事は，
空氣が咽喉に達する前にそれを清め，又，
暖めるものであります。口で呼吸するとき
は，咽喉が乾燥し，そして聲が嗄れるもの
であります。然かし，所謂雄辯的な歌唱法
の場合に於ては，口を通して半呼吸する事
も必要な事であります」と書かれている。
これは，呼吸法の練習の為には鼻からの吸
気が最良であり，歌唱中，休符などで余裕
がある場合は可能な限り鼻からの吸気を
し，場合によってはその限りではないとい
うことであろう。東京音楽学校でも教鞭を
とっていたネトケ レーヴェ（ ）は呼
吸の練習法として「鼻から息を吸ひ入れ，

元気よく，しかし柔かに鼻から息を出す。
總てその際肩も頸筋肉も柔らかく，緊張さ
せないでする」という方法を述べている。
そして，同じ練習を頭の後ろで腕を組んで
行ったり，肩の後ろへ腕を廻して行ったり，
腕を上下させたりと，様々な動きを伴って
練習する事を勧めている。また，鼻で息を
吸い入れる時には，右の鼻孔から吸気した
り，左の鼻孔から吸気したりと交互に行う
とも言う。これは，かなり独自性の強い指
導法である。村山（ ）は「息は鼻から
出来るだけゆつくりと，靜かに，深く吸ひ
込みます。（中略）あまり一杯に，たっぷ
り吸ひ込むのは良くありません」と書いて
おり，カルーソーと沢崎の意見を合わせた
考えを示している。 年後，戦後に出版
された外山（ ）の著書には，「試みに
息氣を深く吸い込んで見れば，自然に下の
腹がふくれる事が分る。これが息氣を吸い
込んだ自然の型で，その時吸い込んだ息氣
で歌ってみれば今度は歌う爲に下腹に力
が入る事が分る。この運動が連続的に訓練
されると声楽に於ての呼吸はよいという
訳だ」とある。また，息を吸い込み過ぎる
事は歌を害なう結果になるので「八九分通
り吸い込んだ息氣を巧みに使つてそれを
程よく声にするのがよい」とし，息を吸い
込む時は日常と同様に，口と鼻の「双方を
適当に使う事」がよいと書いている。この
外山の指導内容は現在の呼吸法に繋がる
要素をたくさん含んでいる。同年出版の矢
田部（ ）の著書には，「吸氣に於ては，
口より吸う事なく，鼻孔より吸うものとす」
とある。但し，歌曲を歌う場合，鼻孔から
の吸気では間に合わない事があるので，そ
の時は，やむをえず口から吸気してもよい
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としている。そして，息を吸う時は「全身
の力を抜き，徐々に空氣の吸入をする」と
書いている。その際，「下部肋骨の所が一
番膨張する事」「腹部では，横隔膜を下げ
て前と左右両側が膨張する事」「背面は，
脊柱はほとんど動く事なく，その両側は膨
張しなければならない」と注意している。
息の吸い方に於いては他の細かい注意点
もある。歯間や鼻孔に於ける音が聞こえて
はならない事，肩が上がらない事，急激な
吸気は避ける事等がそれである。
それでは，吸った息はどうするのか。吸気
と異なり呼気に関してはどの指導書もほ
ぼ同様の見解が述べてある。すなわち，い
ったん吸い込んだ息は横隔膜と肋骨によ
って支えておく。この時，横隔膜やその他
の器官を堅くしてはならない。そして，吸
い込むときと同様に静かに，平均に斑

むら

のな
いように吐き出す。その際，全部の息を出
し切ってはならない。 以上のように，呼
吸の指導に於いても，著者は自分の経験に
基づいた方法を述べている。呼吸の練習を
する時に，呼吸は鼻孔で行うのか，口で行
うのか，あるいは両方なのか。肺が一杯に
なるまで息を吸うのか否か。息を吐く時は
それほどでもないが，姿勢の指導よりもさ
らに差異が大きく，多岐にわたっている。
しかし，出版された年代を追って調べると，
年代順に進化し，現在の指導法に近づいて
いることがわかる。

（３）発音・発声
最後に発声に関しての部分を調べてみ

る。杉浦（ ）は，「聲を壓し出す如き
ことなく，徐ろに口の前方に柔かく送り出
すべし。舌は其際平らかに，口は自然に開
くべし」としている。また，息の音が少し
でも聞こえるようであれば無駄に空気が
出ている兆候なので，「直ちに息を控へ，

靜かに，柔かく唱ふべし」と書いている。
カルーソー（ ）は「正しく純粹な出だ
しをする爲には，咽喉の前面のみならず，
後部をも開くやうに氣を付けねばなりま
せん。（中略）若しもそれが充分に開かれ
ゐないならば，充實した音を出さうとして
も無駄です」と述べており，また「口を廣
く開く事が咽喉を廣く開くことになると
思つてはなりません」とも言う。練習方法
として，咽喉を医者に見せる時のようにし
て上顎を見ようとすることが挙げられ，口
の形は微笑んでいる時のようにしている
のが良いとしている。山田（ ）は，舌
の形や，位置について詳しく述べている。
すなわち「舌は，細く長く，口腔内にのべ
られるよりは，平たく廣く，口腔内に横た
へられた方がいいのであります。下齒の内
壁の突端に舌端をかるく押しあてるやう
にして，中央部以下を，横にひろく押しひ
ろげるやうにするのも一つの方法であり
ます」と書いている。また，山田は日本語
を発音する時の母音に於ける口の開け方
を，図を用いて細かく指導するとともに，
子音を６つの異なった種類に分類して，発
音の仕方を述べている。日本語は母音と子
音の数が少ない上に，両者を分けて発音す
る言語ではない。そのために，日本人が外
国語で歌うと言葉がカタカナに聞こえて
しまうのだが，当時の指導書でこのように
書かれていた事は注目するべきであろう。
沢崎（ ）は，口の開け方は「自分の中
指が上下の齒の間に入れられる位になっ
て居り，上唇は上齒が半分以上見える位に
上がり，下唇は下齒の先と同じ高さ。舌端
は下齒の内壁に觸れて安定してゐる。恰度
靜かに微笑した時の横の橢圓形位に開い
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てゐればよいのである」と述べている。こ
れはカルーソーの言う口の開け方と共通
しているが，舌の位置については，いっそ
う細かく指示がしてある。村山（ ）は，
日本語の発音を，発声練習で最も多く使わ
れている「ア」の母音を例に挙げて「舌は
下顎の上に自然に平らに乗せて，その先が
輕く下齒の内側に觸れる位にして置くの
であります。決して力を入れてはいけませ
ん。（中略）舌を靜かに平にしたならば硬
口蓋を可成く上にもち上あげて，丁度口の
中に圓い物でも入れてゐるように，まん圓
るく充分に擴げて，空洞の中で音が響く様
に聲を口腔の中で響かせるのです」と言う。
このように「ア」について述べた後，他の
母音と子音について舌と口の位置を簡単
に説明している。この時の子音は山田と異
なって４種類に分類されている。しかしな
がら，あまり神経質に口の中を気にすると，
逆に悪い結果を起こさないとも限らない
ので，自然に，楽な響きの良い声が出れば
よいとも述べているのである。これは，発
声練習では細心の注意をして身につける
ようにしなければならないが，曲を歌うと
きにはその事を考えず，身につけたもので
歌うという事なのであろう。外山（ ）
は「口を大きく開いて，極めて瞬間的に氣
息を吸い込んで下さい。その吸い込んだ瞬
間の口型を，そのままにして，短く母韻の
一つを軽く歌ってみる。それが理想的発声
に於ける口型で，口型否口内の発声の爲め
に整備された状態と言って良い」と言う。
また，舌の位置や，口の開き方はあまり神
経質にならず，顎の下の筋肉が固くしない
で，極めて平常のままで発声をするのが望
ましいとしている。しかし，その為には口

や口頭に発声上必要な習慣を付け，平静に
発声出来るように心がける事が必要であ
るとも述べている。これは，村山と同様，
日頃の練習の大切さを言っているのであ
ろう。
発音・発声の項目については，咽喉の仕

組みなどの図を載せ，それを基に発声器官
の解説をした指導書は多くあるものの，咽
喉の開き方について書かれていたものは
それほど多くはない。それに比べると舌の
位置や口の形について述べているものは
多く，一つ一つの母音を発声する時の口形
を図で説明している。また，声を当てて響
かせる場所の違い，音の高低によって生ま
れる息の流れる方向を図で示したものも
ある。これらの指導書に見られる発声と発
音についての指導法は，日本語の歌詞を歌
うという事が前提になっていたと思われ
る。洋楽を日本の音楽教育に導入し，全国
の小中学校で教える為には，外国の音楽で
あっても日本語で歌う事が必要であり，ま
た，国民に広く洋楽を広める為にも，日本
語の歌詞が不可欠であったからではない
だろうか。また，発声は唱歌の指導とも密
接に結びつくものであり，西洋式発声を基
礎として，唱歌を美しく歌う事も考慮され
ていたのであろう。
以上に見てきた「姿勢」「呼吸」「発音・

発声」に関する指導法について考察する。
正しい発声は正しい呼吸から生まれると
よく言われるが，呼吸法は歌唱の為に欠く
事の出来ないものである。声の原動力であ
り，声の変化の全てに関わってくるからだ。
矢田部（ ）も「姿勢は呼吸の源であり，
呼吸は發聲の源である」と書いている。だ
が上に見るように，指導方法には様々なも
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のがある。今日の指導法であっても同様で，
腹式呼吸について書かれた事柄だけを採
りあげてみても様々である。橋本（ ，

）は腹式とは「腹をふくらませるので
はなく，「上胸囲を吸気の状態に保つ」と
いうことである」と書いている。また「充
分な呼吸を適切に行うならば，胸は上げら
れ，同時に下腹部は内側に入る」ことによ
り「胸部全体が豊かに拡がり，横隔膜を充
分に使う事ができるようになる」と述べて
いる。コナブル（ ）は，呼吸にとって
大切な動きは肺より下で起きるが，息は
「自然な呼吸の動きが生じるまさに全域
にわたるように」するべきで，すばらしい
歌唱は「胴体すべてを通じて選りすぐられ
た一連の動き」にかかっていると言う。大
賀（ ）は「息は吸うのではなく，歌唱
時と同じ状態で胸郭を豊かに開き，横隔膜
を広げることで瞬時，あるいはゆっくりと
息が入る」と言う。このように，芸術の指
導は，数学のように答えが一つではないの
で，様々な方法が生まれる。指導者側は自
分が受けてきた指導法，自分が行ってきた
指導法の経験に基づいて，それぞれ自分が
正しいと信じる方法を教授するからで，洋
楽を勉強し始めたばかりの日本の教育事
情では，なおさらであったと思われる。し
かし，明治 年頃には皆無であったと思
われる指導書が，明治後期以後，東京音楽
学校で才覚を発揮した者や留学で学んだ
卒業生によって書かれるようになり，また
海外の著書の翻訳書も出版されるように
なった。これら出版書の数の増加を見ても，
声楽の専門的知識や技術の修得の向上を
知ることができる。

学制において音楽科として「唱歌」を設置
し，これを全国に広げていった歴史の中で，
専門の声楽分野にも徐々に目が向くよう
になった経緯と修得の状況を見てきた。当
初の伊沢の「見込書」のプランには，東西
を折衷した国楽が想定されていたわけだ
が，結果的にはもっぱら洋楽修得の方向が
強くなっていった。唱歌を中心として音楽
教育を構築していく中で，西洋音楽を手本
としていたわけだから，唱歌の先には当然，
西洋音楽全体が確固とした手本として見
えている。音楽に強い関心を持つ人々は，
より専門性を目指すようになるのは必然
であっただろう。そして手本が明確にある
とき，文化の修得が速いことは，様々な歴
史に見る通りである。本論では，東京音楽
学校の制度の中でどのように専門の声楽
分野が成長していったかを探り，唱歌・声
楽の教師たちについて調べた。また，声楽
の指導書が徐々に出版されるようになっ
ていったこととその内容の検討から声楽
分野の成長の様子を探った。これにより，
音楽教育としての唱歌の普及・確立と並行
して，声楽の専門領域が充実・発展してい
った状況をたどることができ，その過程を
明らかにすることができたと考える。
文献
・萩原由喜子 ，『幸田姉妹 ―洋楽
黎明期を支えた幸田延と安藤幸―』，ショ
パン
・橋本エリ子 ，『音楽教育における
声楽教授法の研究 ─発声法を中心とし
て─』，福岡教育大学紀要，第 号，
・橋本エリ子 ，『音楽教育における
声楽教授法の研究Ⅱ ─発声法を中心と
して─』，福岡教育大学紀要，第 号，

まとめ
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・伊沢修二；山住正己校注 ，『洋楽
事始：音楽取調成績申報書』，東洋文庫
・伊沢修二 ，『小学唱歌第５巻』，
大日本図書株式会社
・伊沢修二 ，『小学唱歌第６巻』
大日本図書株式会社
・伊沢修二 ，『音楽取調成績申報
書』カルーソーエンリコ 他 ，『声
楽入門』，シンフオニー楽譜出版社，服部
龍太郎訳
・コナブルバーバラ ，『音楽家なら
だれでも知っておきたい「呼吸」のこと』，
誠信書房，小野ひとみ訳
文部省音楽取調掛 ，『小学唱歌第３
編』，文部省
・村山博 ，『声楽の習ひ方』，シンフ
オニー楽譜出版社
・ネトケ レーヴェ マルガレーテ ，
『古典歌曲集Ⅰ 音楽演奏法と解釈講座』，
龍吟社
・大賀寛 ，『美しい日本語を歌う』，
カワイ出版
・沢崎定之 ，『声楽』，アルス（アル
ス西洋音楽大講座，第４巻）
・杉浦千歌 ，『声楽教練，第１巻』，
共益商社
・手代木俊一 ，『讃美歌・聖歌と日
本の近代』，音楽之友社
・テトラツィーニルイザ 他 ，『声
楽を志す人々へ』，春陽堂，小松平五郎訳
・東京芸術大学百年史刊行委員会 ，
『東京芸術大学百年史 東京音楽学校編
第１巻』，音楽之友社
・東京芸術大学百年史刊行委員会 ，
『東京芸術大学百年史 演奏会篇 第

巻』，音楽之友社
・東京芸術大学百年史刊行委員会 ，
『東京芸術大学百年史 東京音楽学校編
第２巻』，音楽之友社
・外山国彦 ，『声楽法』，楽友社（初
等音楽講座，第 巻）
・山田耕筰 ，『声楽入門』，日本放送
協会東海支部
・矢田部勁吉 ，『発声法』，音楽之社

資料２

確認できた声楽に関する指導書，出版年代
順
・杉浦千歌 ，『声楽教練，第１巻』，
共益商社
・山本正夫 編 ，『声楽階梯』，音楽
社出版部
・山田耕筰 ，『独唱法提要』，開成館
・草川宣雄 ，唱歌法と発声法，京文
社（音楽叢書；第２編）
・ルーマンリルリ ，『独唱の仕方』，
近代文明社，牛山充訳： ，『音楽基礎
研究文献集第２巻』，大空社に収録
・白眉出版社 ，『声楽研究法』，音楽
講話叢書３
・山田耕筰 ，『声楽講座第 回第４
輯』，日本作曲家協会
・テトラツィーニルイザ ，『声楽三
十講』，アルス書店
・柴田知常 ，『声音と其訓練－声楽
学習者，音楽教育家の参考書－』，新響社
・サントレイサアチャアルス ，『声
楽の歌ひ方』，シンフォニー楽譜出版社，
服部龍太郎訳
・カルーソーエンリコ 他 ，『声
楽入門』，シンフオニー楽譜出版社，服部
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龍太郎訳
・山田耕筰 ，『歌の唱ひ方講座』，日
本交響楽協会出版部
・沢崎定之 ，『声楽』，アルス（アル
ス西洋音楽大講座，第４巻）
・山田耕筰 ，『声楽入門』，日本放送
協会東海支部
・アーンレイナルド 他 ，『声楽講
話』，春秋社
・テトラツィーニルイザ 他 ，『声
楽を志す人々へ』，春陽堂，小松平五郎訳
（ 年の『声楽三十講』の再版。原著
名 ）
・湯浅永年・太田黒養二・吉田永靖 ，
『声楽』，文芸春秋社（ ，清教社）
・ ， ， ， 共著

，『児童の声研究』， 春陽堂，小松平
五郎訳
・山田耕筰 ，『音楽二講 声楽独習
法と旋律の作り方』，日響出版協会
・ネトケ レーヴェ マルガレーテ ，
『古典歌曲集Ⅰ 音楽演奏法と解釈講座』，
龍吟社
・村山博 ，『声楽の習ひ方』，シンフ
オニー楽譜出版社
・湯浅永年 ，『声楽法の変遷』，清教

社（声楽叢書第４）
・湯浅永年 ，『唱歌法』，清教社（声
楽叢書第４）
・外山国彦 ，『声楽法』，楽友社（初
等音楽講座，第 巻）
・矢田部勁吉 ，『発声法』，音楽之友
社
・音楽之友社 ，『声楽ハンドブック』
・ ， 『声楽学習への提
言』，芸術現代社，山形忠顯訳
・大賀寛 ，『美しい日本語を歌う』，
カワイ出版
・コナブルバーバラ ，『音楽家なら
だれでも知っておきたい「呼吸」のこと』，
誠信書房，小野ひとみ訳
・橋本エリ子 ，『音楽教育における
声楽教授法の研究 ─発声法を中心とし
て─』，福岡教育大学紀要，第 号，
・橋本エリ子 ，『音楽教育における
声楽教授法の研究Ⅱ ─発声法を中心と
して─』，福岡教育大学紀要，第 号，
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資料 東京音楽学校の唱歌・独唱歌・声楽担当教師（年代順）

姓 名 雇用年 退職年 専門 姓 名 雇用年 退職年 専門

上 眞行 唱歌 田中 宣子 唱歌
奥 好義 唱歌 木下 保 唱歌
幸田 延 唱歌 黒澤 貞子 唱歌
ソーブレット、ギョーム 唱歌 澤 智子 唱歌
小山 作之助 唱歌 浅野 千鶴子 唱歌
チーチェ夫人 唱歌 ヴーハープフェニヒ、ヘルマン 独唱歌
ヂットリヒ、ルードルフ 声楽 トル、マリア 独唱歌
山田 源一郎 唱歌 荻野 アヤ 唱歌
鈴木 米次郎 唱歌 城多 又兵衛 独唱歌
パットン、エミリー、ソフヒャ 唱歌 薗田 誠一 唱歌
ブロックスハム、アダー・ビートリース 唱歌 平原 壽惠子 唱歌
高木 武（タケ） 唱歌 伊藤 武雄 唱歌
橋本 正作 唱歌 片山 愛子 唱歌
田村 虎蔵 唱歌 橋本 秀次 唱歌
ユンケル、アウグスト 歌唱 平戸 廣子 唱歌
吉田 信太 唱歌 秋月 直胤 唱歌
岡野 貞一 唱歌 津久井 靜子 唱歌
多 梅稚 唱歌 中山 悌一 唱歌
戸倉（吉川）やま 唱歌 柴田 睦陸 唱歌
カイゼル、マリー 独唱歌 ヘッセルト、リア・フォン 唱歌
藤井（三浦）環 唱歌 松田 トシ 唱歌
外山 國彦 唱歌 酒井 弘 唱歌
小室 千笑 唱歌 ノタルジャコモ、ディーナ 唱歌
原田 潤 唱歌 藤井 典明 唱歌
ウェルクマイステル、ハインリッヒ 唱歌 山内 秀子 唱歌
中田 章 唱歌 小船井 八千代 唱歌
フレック、シャロッテ 独唱歌 鹽井（さわい） シヲリ 唱歌
高野 辰之 唱歌 栗本 正 唱歌
ペッツォルド、ハンカ 独唱歌 渡邊 高之助 唱歌
山田 耕筰 唱歌 磯谷 威 声楽
幾尾 純 唱歌 佐々木 成 声楽
園山 民平 唱歌 水谷 俊夫 声楽
大和田 愛羅 唱歌 千葉 靜子 声楽
船橋 栄吉 唱歌 大熊 文子 声楽
クローン、グスタフ 唱歌 須賀 靖和 声楽
澤崎 定之 唱歌 畑中 良輔 声楽
立松 フサ 唱歌 矢田部 勁吉 声楽
長坂 好子 唱歌 横田 ふみ子（四谷 文子） 声楽
武岡 鶴代 唱歌 石田 栞 声楽
梁田 貞 唱歌 石津 憲一 声楽
齋藤 靜子 唱歌 木村 隆子 声楽
ネトケ＝レーヴェ、マルガレーテ 唱歌 林 路子 声楽
阿部 英雄 唱歌 岡部 多喜子 声楽
壮 節子 唱歌 小野田 正之 声楽
齋藤 英 唱歌 平田 黎子 声楽
ラウトルプ、シャーレス 唱歌 藤村 晃一 声楽

池田 弘子 声楽
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■ 役員の活動

少しずつ分かってきたこと
——ヘルツォーゲンベルク《受難》を歌っ
て

相談役 淡野弓子
恩師磯谷威先生は藝大の同級生だった

丹羽勝海さん（日本声楽発声学会理事長を
長らく務められた）と私を横浜の菊名教会
で練習していた「樫の木会」という合唱団
に連れて行かれ、パレストリーナのモテッ
トがどうしたら純正調でピタリと合うか
を実地で教えてくださいました。 年
ごろのことです。
それは、バスの声から立ち昇る倍音を聴

き取り、他の声部はその倍音に自分の声を
溶け込ませるという方法でした。当時、倍
音はバスの声部から出てくるものと思い
込んでいたので、良いバスに恵まれること
が良い合唱に繋がるという認識でしたが、
倍音は誰の声からも発生すると分かった
この頃は、女声陣もバスの 中央 から
オクターブ下の が出るように訓練して
います。
加えて特に合唱では、自分のパートが３

和音の根音なのか５度なのか３度なのか
という自覚は非常に大切です。同じピッチ
でも属している調性が変われば振動数の
比率が異なるので、当然音色も変わります。
３度、５度の音色は、しっかりと、とか、
軽めに、といっても正確ではありません。
まず各自が共に根音を出し、その根音から
３度、５度に移行する、言い換えれば全員
が根音の調性の柱の中で３度、５度を出す
ことによって、その調性の色彩を持った和
音が聞こえてくるのです。これが出来るよ
うになると複調の和声も実に美しく響き
ます。
後期ロマン派の受難曲を探していた淡

野太郎がヘルツォーゲンベルクの《受難・

》に出会ったのは 年だっ
たと思います。ヘルツォーゲンベルク
（

）の名前は 年ごろヘルフォルト
教会音楽院でエーマン教授が口にしてお
られたのを思い出しました。私の少し後に
この学校に学んだオルガニストの河野和
雄氏や廣野嗣雄氏は実際に彼の合唱曲を
歌われたそうです。上演してみようという
ことになり色々調べて見ると次々に面白
いことが分かりました。
彼の妻エリーザベトはブラームスのピ

アノの弟子でした。旧姓をフォン・シュト
ックハウゼンといい、歌もうまく作曲も出
来、その上人柄が良かったので、ブラーム
スは彼女を大変気に入っていたのですが、
ヘルツォーゲンベルクと結婚したので半
ばホッとし、夫妻と非常に良い付き合いが
始まります。ヘルツォーゲンベルクは無論
ブラームを尊敬し、師と仰ぐ気持ちでした
が、実際に作曲を学んだことはなかったよ
うです。
さてヘルツォーゲンベルク夫妻はウィ

ーンからライプツィヒに引っ越し、そこで
フィリップ・シュピッタに出会い共にバッ
ハ協会を設立し、そこの合唱団を指揮して
バッハのカンタータを世に知らしめる運
動をします。フィリップ・シュピッタ
（ ）はご存知の通
り大著『バッハ』を表し、 年から没
年までの 年をかけてシュッツ全集（旧）
を編纂し世に出した音楽学者ですが、この
人にはフリードリヒ・シュピッタ
（ ）という弟が
いました。彼は神学者（新約学）でアマチ
ュアのテノール歌手でもあり特にシュッ
ツに傾倒し切っていた人物です。このフリ
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ードリヒとヘルツォーゲンベルクは知り
合うとすぐに肝胆相照らす仲となり、

年から 年にかけてフリードリ
ヒの台本によってヘルツォーゲンベルク
が作曲したオラトリオが次々と発表され
ました。 年 月 日、武蔵野市民文
化会館で日本初演された教会オラトリオ
《受難》はこのようにして生まれた作品の
一つです。
《受難》は受難週の聖木曜日の礼拝で第
部、聖金曜日に第 部が歌われるように
と考えられた二部構成のオラトリオです。
スコアを繙くと、まるで良く出来た推理小
説を読み始めた時のように途中で止めら
れなくなり一気に読破。台本が秀逸です。
ヨハネによる福音書をベースにイエスが
弟子たちの足を洗い最後の晩餐に至る第
部、第 部では、ユダの裏切りによって
捕縛されたイエスが裁判を経て十字架に
架かり「事終わりぬ」との言葉を最後に息
を引き取るまでが福音史家を始めイエス
やピラトの叙唱によって進行します。
福音史家は常に同じコラールの旋律で

語ります。第 部のコラールは
「Schmücke dich, o liebe Seele 装いせよ、
おお愛する魂よ」、第 部は「

血潮滴る御頭」です。こ
のため第Ⅰ部のテーマである「聖餐」と第
Ⅱ部のテーマ「十字架上のイエスの死」は
コラールのメロディが常に福音史家から
聞こえてくるため、聴き手の心は常にテー
マから離れることがないのです。これは実
にうまく考えられた良いアイディアだと
思います。
一方弟子たちや信徒はイエスの言葉に

対して詩編やコラールの歌詞で誠実に応

答するのですが、必ずしもイエスを万全に
理解してはいないことが端々の音楽から
聴き取れるのもなかなかに興味深いこと
でした。例えば第 曲では「父よ、時が
来ました」に始まるイエスの長い祈りが四
つに分けられ、 回ごとに弟子たちが応答
するのですが、 で歌うイエスの終
止音 をアルトが で引き継いだと思う
と直ぐに １音に移ってしまうので、なん
と調性は に。根音であるはずの
が の３度になってしまったのです。
弟子たちは平然と で「あなたの証
に依り頼みます」と答えています。このよ
うに に対して で返すとい
うチグハグな応答が 回も繰り返され、
いよいよ 回目にイエスが で「正
しい父よ、世はあなたを知りませんが、私
はあなたを知っています」と決然と語られ
ると、ハッとした弟子たちはついに

でコラール「愛よ、われ汝に身を委ね」
を歌い、イエスとの一致が実現するのです。

の と の との異なる機
能を理解し、声で示すことの大切さを思い
知らされた場面でした。
この曲は 年 月 日（日）、仙台

の東北学院大学主催のレクチャーコンサ
ート『時代の音』として、同大学泉キャン
パス礼拝堂において再演の予定です。

・ ・

★上記 月 日の公演は蔓延防止措置の延長によっ

て仙台での演奏が叶わず、同日東京の霊南坂教会にお

いて収録されました。後日配信されますので、もしお聴

き頂けるようでしたら嬉しく存じます。詳細は東北学

院大学のサイトでご確認下さい。
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■学会誌発行
「声楽発声研究」第 12 号 2022（令和４）年 5
月発行予定 ・「夏季研修会報告」等を掲載予定
編集委員︓池田、三枝、鈴木、竹田、田中、西浦

■執行部会、理事会及び諮問委員会
（2021年 1月以降～2022年 2月）
■執行部会開催
◉会長諮問四役 Zoom-meeting

 招集形態︓Web会議システム・オンライン
 開催日時︓令和 3年 1月 18日（月） 

19時 30分～21時 10分
 出席者（順不同・敬称略・委任有）︓川上、齊
藤、竹田、佐々木

◉執行部四役会議
 Web会議システム・オンライン
 令和 3年 2月 26日（金） 

19時 00分～21時 00分
３．川上、齊藤、竹田、佐々木
◉執行部 Zoom-meeting

 Web会議システム・オンライン
 令和 3年 2月 27日（土） 

15時 50分～17時 40分
 川上、齊藤、竹田、佐々木

◉執行部 Zoom-meeting
1.  Web会議システム・オンライン
2.  令和 3年 3月 15日（月） 

19時 30分～21時 25分
 川上、齊藤、竹田、佐々木

◉執行部 Zoom-meeting
 Web会議システム・オンライン
 令和 3年 5月 2日（日） 

18時 00分～20時 00分
 川上、齊藤、佐々木

◉2021年度第 1回執行部会議
 Web会議システム・オンライン
 令和 3年 7月 30日（金）  

19時 00分～21時 00分
 川上、齊藤、佐々木

◉2021年度第 2回執行部会議
 Web会議システム・オンライン
 令和 3年 7月 31日（土） 

19時 00分～20時 45分

 川上、齊藤、森井、竹田、佐々木
◉2021年度第 3回執行部会議

 Web会議システム・オンライン
 令和 3年 8月 7日（土） 

18時 00分～20時 20分
 川上、齊藤、森井、佐々木

◉2021年度第 4回執行部会議
 Web会議システム・オンライン
 令和 3年 9月 23日（木） 

19時 00分～21時 15分
 川上、齊藤、森井、竹田、佐々木

◉2021年度第 5回執行部会議
 Web会議システム・オンライン
 令和 3年 11月 11日（木） 

19時 00分～21時 00分
 川上、森井、竹田、佐々木、齊藤（入院のた
め委任）

◉2021年度第 6回執行部会議
 Web会議システム・オンライン
 令和 3年 12月 29日（水） 

19時 00分～21時 00分
 川上、齊藤、森井、竹田、佐々木

◉2021年度第 7回執行部会議
 Web会議システム・オンライン
 令和 4年 1月 21日（金） 

19時 00分～20時 30分
 川上、齊藤、森井、竹田、池田、西浦、佐々
木

◉2021年度第 8回執行部会議
 Web会議システム・オンライン
 令和 4年 2月 14日（月） 

19時 00分～21時 0分
 川上、齊藤、佐々木

■理事会開催
◉2021年（令和 3年）度第 3回理事会議

 招集形態︓Web会議システム・オンライン
 開催日時︓令和 3年 12月 6日（土） 

19時 00分～21時 10分
 出席者︓川上、齊藤、佐々木、森井、池
田、河合、菅、鈴木、田中、竹田、西浦、
佐々木徹（事務局）
欠席︓小森、三枝、豊田
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◉2021年（令和 3年）度第 4回理事会議
 Web会議システム・オンライン
 令和 4年 1月 24日（月） 

19時 00分～21時 10分
 川上、齊藤、佐々木、森井、池田、河合、
三枝、菅、鈴木、田中、竹田、豊田、西
浦、佐々木徹（事務局）
欠席︓小森

◉2021年（令和 3年）度第 5回理事会議
 メールによる持ち回り会議
 令和 4年 2月 2日（水） 配信
 川上、齊藤、佐々木、森井、池田、河合、
小森、三枝、菅、鈴木、田中、竹田、豊
田、西浦、佐々木徹（事務局）

■諮問委員会開催
◉会則に係る諮問委員会

 招集形態︓Web会議システム・オンライン
 開催日時︓令和 3年 2月 28日（日） 

19時 00分～19時 40分
 出席者︓永井、淡野、西浦、竹田、川上、齊
藤、佐々木、池田（委任）、鈴木（委任）

◉沖縄支部解散問題検討委員会
 Web会議システム・オンライン
 令和 4年 2月 7日（月） 

19時 00分～20時 40分
 永井、山田、淡野、泉、池田、齊藤、佐々木、
西浦、森井、竹田（委任）
オブザーバー︓川上

■編集後記
学会通信第 号をお届け致します。本号の発

行にあたりまして、コロナ禍でのリモート会議を

通して、執行部・事務局、顧問・相談役と理事会

の協力のもと、粘り強く協議を重ね編集にいたり

ました。

先回第 号発行後も、世界では刻々と困難な

状況が続いております。昨年 月以降のオミク

ロン株感染拡大と本年２月 日から始まったロ

シア軍ウクライナ軍事侵攻という人類史上大惨

事が今も正に続いております。芸術という平和を

祈る思いを基盤に研究活動をしております私達

にとりましても世界平和の為に、また研究活動の

為に何が出来るかを日々悩む毎日であります。理

事会といたしましても世界平和への祈りと皆様

の心身のお疲れを心配しながらの発行です。

この様な状況下ではありますが、本学会は活動

を絶やさずに、これまでのペースを守りながら講

演・研究等の発信を続けることが計画されており

ます。是非とも皆様の力強いご参加ご支援を賜り

ますようお願い申し上げます。

会員の皆様方の益々のご清祥とご発展を祈念

申し上げますとともに、学会の益々の発展に向け

て皆様のご協力を賜りますよう何卒よろしくお

願い申し上げます。

編集担当：齊藤 祐、森井 佳子

日本声楽発声学会

会 長 ：川上 勝功
副会長 ：佐々木 正利
副会長・事務局長：齊藤 祐
事務局次長 ：森井 佳子
エグゼクティヴ・アドバイザー ：竹田 数章
理事（五十音順）
池田 京子 河合 孝夫 小森 輝彦
三枝 英人 菅 英三子 鈴木 慎一朗
田中 昌司 豊田 喜代美 西浦 美佐子

日本声楽発声学会事務局 佐々木 徹

〒 東京都世田谷区下馬
振替口座：
日本声楽発声学会

学会通信第 号
年（令和 年） 月 日発行

発行者：日本声楽発声学会
編集者：齊藤 祐、森井 佳子
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